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明治検定期算術教科書における演算の分類と順序の構成

一一第I期・後期および第II期の教科書における分数乗法・除法を対象として一一

同 野 勉
(新潟大学教育人間科学部)
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O.はじめに

(1) 本研究の目的

今日，教科教育の「基礎・基本」が問われている。「基礎・基本」の内容は，学習指導要領の

項目に対する恋意的な削除，統合によって構成することはできない。人類がこれまでに蓄積し

てきた科学，技術，芸術等の文化遺産の最も基礎的な理論，概念，法則を， rすべての子どもに
理解可能」な順序構造に従って再編成すること，それにもとづく教育内容・教材構成によって，

「楽しい授業jが実現可能で、あることを実証することが必要である九

「基礎・基本」は，上記の意味において，教授学研究によって実証的に解明されるべき対象

として存在している。同時に， r基礎・基本」は歴史的な性格を備えている。日本における近代
教育の開始以降，現在に至るまで， r基礎・基本Jは，学校教育のカリキュラム編成，教育内容・
教材構成によって，さらに，それにもとづく授業を通して，歴史的に形成されてきた。教科書

は，その最も具体的な存在形態である。
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本研究の目的は，上記の意味における，歴史的存在としての「基礎・基本」の内実を，教科

書内容の分析を通して，具体的な形で解明することであるヘ

本論文は，上記の研究の一環として，明治検定期に発行された算術教科書におけるカリキュ

ラム編成，教育内容構成の全体像を解明することを目的とする。

(2) 対象の設定

明治検定期は，明治 19年における教科書検定制度の開始から明治 37年における固定教科書

制度への移行までの， 20年足らずの短い期間である。しかしながら，この時期に発行された算

術教科書の内容は，教授学研究の対象として，きわめて魅力的な特徴を備えている。

算数・数学教育の歴史は， I学問としての数学」を志向する立場とそれを否定する立場の相互

対立および相互浸透の過程として記述することができる3)。この観点から，明治検定期は， 2つ

の立場の対立が初めて出現した時期として位置付けられる。

明治検定期においては，寺尾寿4)と藤津利喜太郎5)の出現により， I学問としての数学」を志向

する立場と「日用の算術」を志向する立場の対立の明確化，前者に対する後者の根本的な批判，

という過程が進行した。その結果， I日常の計算JI数量的知識JI思考の精密化」という 3つの
目的が確定されるとともに，今日の学校算術の原型を成す教育内容構成の基本的な枠組みが形

成された札7)。

学校教育の課程・内容については， r小学校ノ学科及其程度J(1886 (明治 19)年)， I小学校教
則大綱J(1891 (明治 24)年)， r小学校令施行規則J(1990 (明治 33)年)などの法令が，その基準
として定められていた。ただし，これらの法令による規制はきわめて大綱的なものであった8)。

今日と比較した時，当時の教科書づくりには，かなりの自由が存在していたことが予想される。

明治検定期については，それを規定する法令，制度を指標とする立場から， I初期JI中期」
「後期」に区分されている9)。これに対して，本研究においては，教科書における教育内容構成

を指標とする方法を採用する。これにより，次の時期区分を仮説として設定する。

① 第 I期・学問の系統に従った教育内容構成が成立する前期(明治 19年頃から明治 26年頃

まで)およびそれに対する部分的な変容が進行する後期(明治 27年頃から明治34年頃まで)。

② 第11期:第 I期とは全く異質な教育内容構成原理が出現し，それにより，学校算術の原

型が形成される時期(明治 34年頃から固定教科書の成立前まで)。

教育内容については， 日本における近代教育の開始から現在に至るまで，算術教育の最も主

要な教育内容として位置付けられてきた，有理数(整数，分数・小数)とその四則演算を対象と

する。

本研究においては，明治検定期の教科書を対象としているが，教科書については，検定に合

格したものを含め，検定不合格のもの，合否が不明のもの，すべてを対象とする。これは，本

研究の目的が，構想に終わったものも含め，当時における算術教育のカリキュラム編成，教育

内容構成の全体像を解明する点にあり，当時の学校教育をめぐる歴史的，社会的，政治的諸要

因との関連については，主要な研究対象としていないことによる。従って，当時における教科

書検定の内実，教科書執筆者の経歴，学問歴，教科書の採択・使用状況等についても，本研究

の対象からは除外する 10)。ただし，検定合格が確認されている教科書については，引用の際にそ

の点を注記する 11)。検定意見については，その内容が教科書における教育内容構成と重要な関連

を持っと判断される場合に限り，対象とする。
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(3) 先行研究との関連

先行研究において，この時期の教科書は，その多様性によって特徴付けられている。例えば，

松原元ーによるコメントを次に引用しておく。「今日の数種類しかない検定本に比較して，その

数においても，体裁の自由き，編集方針の多彩なことに驚〈のでで、あるjl悶2幻)

先に，われわれは，当時の教科書づくりにおける「自由」の存在を予想した。松原のコメン

トは，この予想と一致するように見える。ただし，この点に関連して指摘しなければならない

のは，松原による上記の特徴付けにおいては，その根拠となるべき教科書内容の分析結果が示

されているわけではない， という点である。明治検定期の教科書については，その内容に関す

る分析を欠いたまま， r自由Jr多彩」等の表現による，抽象的あるいは一般的な評価だけが行
われている。

これに対して，中谷太郎による研究は注目に値する。中谷は，中条澄清著『小王手尋常科筆算

書J(1887 (明治 20)年)，竹貫登代多著『高等小撃算術教科書.1(1894 (明治 27)年)など， r日本
教科書大系』に収録された教科書を対象とする内容分析を行っている。そして，その結果によ

り，例えば，前者の乗法指導については， r問題の中ではあるが，計算法則を意識させようとし
ている点が注目されるJ，後者については，演算に関して，寺尾寿編纂『中等教育算術教科書J
(1888 (明治 21)年)と同様の定義が行われているが， r寺尾が強調した量や変じ得べき量という
ことばはどこにも見当らない。まさに量抜きの寺尾のまねといえよう」等の指摘・評価を行い，

総括的に， r当時の学問と教育の距離の大きさが痛感される」と評価している川。
資料上の制約は否定できないけれども，学問と教育の関係に基本的な視点を設定している点，

そこから，教科書における教育内容構成の論理を分析の対象としている点が注目される o 本研

究は，上記2点において，中谷の研究の延長線上に位置付くものであり，その成果を継承・発

展させることを意図するものである。

この他，先行研究としては，当時における教科書検定の実態を算術教科書を素材として検討

した園次太郎による一連の研究Iベ「四則併進」主義にもとづく教授細目，教科書の分析を行っ

た大島仁太郎の研究15)などがある。しかしながら，全体として，この時期の教科書に関する研究

は乏しし教科教育に関する通史の中には，この時期の教科書に関する記述をまったく欠落さ

せているものも見られる。しかしながら，このような研究の現状は，この時期の教科書が内容

分析に値しないものであることを示すものではなく，逆に，現在においても積極的な継承・発

展を図るべき内容を備えていた。この時期の教科書内容の分析を通して，その多様性を具体的

に示すとともに，今日的な視点にもとづく評価を行うことは重要な課題である。

(4) 研究の到達点

上記の構想により，これまで，分数の教育内容構成を主要な対象とする教科書分析が進めら

れている。分数は，数学的概念として多様な意味を内包している。 r[分数については]“子ども

にどう教えるか"という問題のまえに，“教師は分数をどう考えるか"という根本問題が存在し

ており，それについて意見がわかれているJorクラインがいうように，分数には関係・操作・
量という三つの意味があり，そのなかのどれを中心にして分数の指導体系をうちたてていくか

という大きな問題があるJ([ ]内は引用者。以下同じ)16)，17)。

(3)において述べたように，本研究の課題は，明治検定期の算術教科書が備えていたと予想さ

れる〈多様性〉を，具体的な教育内容構成の論理として解明する点にある。分数を主要な分析
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対象としたのは，それが，この課題にとって有効な教育内容であるという予想による。整数，

小数に関する教育内容の構成，さらに，それらを構成要素とする，算術教育におけるカリキュ

ラム編成の全体像の解明については，今後の課題として残されている。

分数の教育内容構成を主要な対象とする教科書分析の結果によれば，第 I期・前期の教科書

においては，今日においても積極的に継承すべき重要な特徴を見ることができる。例えば，分

数の定義，性質，大小関係，四則演算のそれぞれについて，ひとまとまりの教育内容を構成す

るという教育内容構成原理， ，(分割分数の論理〉と〈商分数の論理〉の区別と統一」という観

点にもとづく分数の定義とその説明，すべての操作が揃ったアルゴリズムを早期に位置付けた

加法・減法の計算体系の構成(，水道方式jの歴史的源流としての位置付けが可能で、ある)，整

数乗法との〈連続性〉にもとづく分数乗法の意味の説明などである。これらの特徴は，この時

期の教科書が「学問としての数学」を志向する立場を採用していたことを示している則。

第I期・後期，第II期においては， ，日用の算術」を志向する立場が出現し， ，学問としての

数学」を志向する立場との間で，相互対立および相互浸透の過程が進行する。この過程の進行

によってもたらされた教科書内容の特徴として，次の2側面が注目される 19)。

第1の側面は，学校算術における分数論の原型の形成である。この側面は，直接的には，教

科書における教育内容構成の複雑化として現われる。具体的には，教育内容に関する分類の詳

細化，複数学年に渡る内容の分散，説明における直接的な必要性にもとづく個別的な関連付け

などが教科書内容の全般に渡って進行する。それにより，第 I期・前期の教科書が備えていた

重要な特徴の多くが失われる。例えば， ，分数化法jというカテゴリーの解体・消滅， (同分母・

異分母の別〉を基本的観点とする加法・減法の計算体系の構成，整数の性質を包摂した教育内

容構成，定義の拡張(真分数→帯分数・仮分数)および分数の性質(約分，通分)との関連付

けによる加法・減法の計算体系の構成などである。これらの特徴は， (分数の加法・減法を最も

主要な教育内容とし，それに関する説明の必要性に応じて，分数の性質，整数の性質を従属的

に位置付ける〉という教育内容構成原理にもとづく。これは，第II期の教科書において出現し

た，異質な教育内容構成原理に他ならない。

上記の特徴は，歴史的には， ，既成の学問をそのまま授業に下ろすことを否定した上で，子ど

もの実態に合致し，無理なく学んでいくことができるような順序体系を模索する作業」制の結果

であった。同時に，それは，当時における算術の「成績(最)不良J(現代的な表現によれば「学
力低下J)問題に対する具体的な提案としての性格を備えていた。

第2の側面は，個別的な教育内容構成における進歩である。例えば，分数の定義およびその

説明における上記の観点の継承・発展，加法・減法の計算体系構成における異分母分数の場合

の重視，乗法に関する一般的な計算規則を示そうとする観点の具体化などである。これらの特

徴については，第 I期・前期の教科書が備えていた， ，学問としての数学」を志向する立場にも

とづく教育内容構成の継承・発展として評価することができる。

なお，一部の教科書についてではあるけれども，上記の評価が，個別的な教育内容構成につ

いてだけでなく，教育内容構成の全般について成立する可能性がある 2九この点に関する検討

は，今後の課題として残されている。

(5) 課題の設定

本論文においては，第 I期・後期の教科書における「模索」を経て，第II期の教科書におい

co 
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て形成された，学校算術における分数論の原型について，その新たな側面を解明することを課

題とする。具体的には，乗法，除法に関する分類の観点と順序の構成を，その根拠・理由とし

ての教育内容構成原理とともに，解明する。

先に見たように，学校算術における分数論の原型に関しては，分数の定義，性質，大小関係，

加法，減法までの教育内容構成に限定する形で，具体的な特徴の解明・整理が行われている。

その結果にもとづいて，上記の教育内容構成に関しては， (分数の加法・減法を最も主要な教育

内容とし，それに関する説明の必要性に応じて，分数の性質，整数の性質を従属的に位置付け

る〉という原理の存在が指摘されている。

上記の成果に加え，本論文においては，新たな対象として，分数乗法，除法に関する教育内

容構成を設定する。それにより，学校算術における分数論の原型が備えていた新たな側面に関

する解明を行う。本論文の成果と上記の成果に関する総合的な考察を通して，学校算術におけ

る分数論の原型について，その全体像を解明する可能性が拓かれる。

(6) 方法の設定

上記の課題に接近するために，本論文が採用する方法は，教科書内容の分析(単に， r教科書分
析」と記すこともある)である。ここでは，そのための視点を設定する。

教科書分析の視点としては， (1)演算の種類に関するもの， (2)演算の対象に関するもの， (3) 

演算の結果に関するもの，の3種類を区別することが必要で、ある。

演算の種類に関する視点としては，③〈乗法，除法の分類〉を設定する。この視点により(乗

法，除法)の分類が行われる。

演算の対象に関する視点として，第1に，⑧{整数，分数の分類〉を設定する。これにより，

(分数，整数)， (整数，分数)， (分数，分数)の分類が行われる。第2に， (分数)については，

(C){真分数，帯分数の分類〉を設定する。第3に， @ {整除の関係〉を設定する。視点@によ

れば，例えば， {整数×分数〉の場合について， (被乗数と乗数の分母との関係〉について，次

の分類が行われる。①前者が後者の倍数(回28斗)，②互いに素 (ex.7X~).③ 1 以外の公約数

を持つ(四36す)。
演算の結果に関する視点としては，@{整数，分数の分類}，分数については，(D{真分数，

帯分数の分類}， @ {くりあげの有無}，⑮〈約分の有無〉を設定する。

なお， {約分〉については，演算の結果を得る過程において行われる場合もある。そもそも，

《約分の有無〉は〈演算の対象となる数における整除の関係〉によって生じる。従って，視点

@に加えて，視点⑪を設定することは不要で・あるという見方も成立する oただし，教科書によっ

ては，特に演算の結果について， {約分の有無〉を分類の観点とするものが存在する。このよう

な教科書の特徴を明確に示すためには，演算の結果に関する視点として，視点⑮を設定するこ

とが必要になる。

上記の視点のうち，何を基本的とし，何を副次的とするか。それぞれの視点にもとづいて分

類された内容を，どのような順序に従って構成するか。これらの問題に対する回答の結果が，

教科書における教育内容構成として，具体的に現われる。

第I期・前期の教科書においては.r学問としての数学Jを志向する立場が採用されており，
学問の系統に従った教育内容の構成が行われていた。分数については，定義，性質，大小関係，
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四則演算について，それぞれ，ひとまとまりの教育内容が構成きれていた。乗法，除法に関す

る教育内容の分類と順序については，先に設定した視点により，次のように記述される問。

第I期・前期の教科書においては，分類においては，@演算の種類に関する〈乗法，除法の

分類〉が基本的な観点，⑧演算の対象に関する〈整数，分数の分類〉が副次的な観点として設

定されていた。順序については，上記の分類にもとづき， (乗法)→(除法)が基本的な順序，

(分数，整数)→(整数，分数)→(分数，分数)が，副次的な順序を構成していた。なお，

一部の教科書については，上記に加え，(C)演算の対象となる分数に関する〈真分数，帯分数の

分類〉の観点が設定され， (分数，分数)についてのみ，部分的に適用される場合が存在する。

これに対して，第 I期・後期および第11期の教科書においては，上記の特徴がどのような形

で変容しているか。この点に，本論文における教科書分析の基本視点を設定する。

(7) 本論文の構成

上記の点に教科書分析の基本視点を設定したとき，先に述べた時期区分との関連から，本論

文においては次の2点が課題となる。第 I期・後期の教科書における，学問の系統に従った教

育内容構成に対する部分的変容の進行，第11期の教科書における，学校算術における分数論の

原型の形成により，それぞれの時期において，第 I期・前期の教科書において採用されていた

分類の観点と順序の構成が，どのように変容したか，その諸相と内実を具体的な形で解明する

こと，同時に，変容の根拠・理由としての教育内容構成原理を解明することである。

上記の課題設定にもとづき，本論文の内容を次の順序に従って構成する。

第I期・後期の教科書における部分的変容を具体的に示す事実として，次の3点に注目する。

第1に，教育内容に関する分類の詳細化，第2に，分類に関する観点の逆転，第3に，乗数，

除数に関する整数，分数の分類に対応した独自の教育内容構成である。これらの変容は，いず

れも，分数乗法，除法に関する教育内容構成の範囲内においてのみ，すなわち，分数に関する

他の教育内容構成とは独立した形で進行したものであり，この意味において，まさに“部分的"

な性格を備えていた。第 1章においては，上記3点について，その内実を具体的に解明すると

同時に，その根拠・理由としての教育内容構成原理に関する解明を試みる。

第11期の教科書においては，第 I期・後期の教科書における部分的変容が継承されると同時

に，新たな特徴が付与されるo それにより，教育内容構成の複雑化がさらに進行する。第2章

においては，具体的な特徴として次の 3点に注目する。次の3点は，相互に関連し合いながら，

学校算術における分数論の原型の重要な特徴を構成している。

第1の特徴は異質な教育内容構成原理の出現である。第11期の教科書においては，第 I期・

後期の教科書において見た， <乗数，除数に関する整数，分数の分類に対応した独自の教育内容

構成〉について，その形式的な側面のみが継承されている。第2に，第 I期・後期の教科書に

おける分類の観点を継承しながらも，それに加える形で，特に，演算の結果に注目した分類の

観点が新たに設定されている。第3に，乗法，除法に関する教育内容が，定義の拡張(真分数

→帯分数・仮分数)，分数の性質(約分)等，分数に関する他の教育内容と関連付ける形で，構

成されている。第2章においては，上記3点について，その内実を具体的に解明する。

第3章においては，第 2章における教科書分析の結果，その存在が明らかになった，異質な

教育内容構成原理に焦点を当てる。特に， <分数の定義，性質の延長としての説明可能性にもと

づいて 2つのまとまりを構成する〉といフ原理について，それが，乗法，除法に関する教育

0
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内容構成原理であると同時に，分数の教育内容構成に関する一般的，根本的な原理，すなわち，

学校算術における分数論の基本原理である可能性を示す。

本論文において用いた教科書は，東京書籍附設教科書図書館「東書文庫」および国立教育政

策研究所教育研究情報センター教育図書館所蔵のものである。原文はすべて縦書きであるが，

引用にあたっては，横書きに直すとともに，部分的に現代の字体・記法に改め，必要に応じて

句読点を補った。引用部分に関するページ数の注記は省略した。また，教育内容，教育内容に

関する分類の観点，教育内容構成原理を表現する重要な用語には< }を付した。

〈註〉

1)このような観点にもとづく研究成果として次がある。板倉聖宣『たのしい授業の思想』仮説社. 1988年。高
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19)詳細については次を参照。③岡野勉「明治検定期算術教科書における分数の導入過程一一意味付け・説明の
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『カリキュラム研究』第 11号， 2002年。⑤同「明治検定期算術教科書における演算の意味と規則に関する

説明 第I期・後期および第11期における分数乗法を対象としてj日本カリキュラム学会第 13回大会，自

由研究発表， 2002年7月，九州大学。なお，本論文の序章には，部分的にではあるが，上記①~⑤との聞に

重複が存在する。この点について，あらかじめお断りしておく。

20)須田勝彦「基礎・基本を問うための方法の問題 明治期の教科書から何を学ぶか」同(研究代表)r教科書
に見る科学教育の基礎・基本一一日本の公教育成立・形成期に限定して』平成 13-14年度科学研究費補助金

(基盤研究(C)(2))研究成果報告書.， 2003年3月 6ページ。

21)この点については次の教科書が注目される。長津亀之助編纂・後藤胤保補修『小撃算術教科書J(修正再版)，

高等小学校教員用 2年，開成館， 1902 (明治35)年，東書文庫所蔵。

22)乗法については，前掲 18)②を参照。除法についても，分類と順序は概ね同じである。

1.第 I期・後期の教科書に見る，系統的な教育内容構成に対する部分的変容の進行

本章において分析対象とする教科書の目次から，関連する部分の項目を次に引用する(すべて

東書文庫所蔵)九なお，本論文においては，目次の項目にもとづき，必要に応じて，その下位項

目，教科書の記述等を引用しながら，分析を進める。

① 田中矢徳・金津長吉著『鷺算術教授書』巻之二 共益商社，中央堂 1893(明治笥)年

分数:分数ノ性質/分数化法/分数加法/分数減法/分数乗法/分数除法/分数雑題

②渡辺政吉編『鷲新種算術J巻ー，巻二教師用 金港堂書籍 l腕(明治お)年

巻ー:分数:分数の解釈/分数の書き方及ぴ読み方/分数の種別/分数公則/分数化法/約分

法/分数に固有の分母の倍数なる分母を有せしむること/通分法/相異なる分数の値を知ること

巻二:分数の続:分数加法/分数減法/分数乗法/分数除法
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③竹貫登代多著 f鷺筆算教科書』巻之ー，巻之ニ教師用 共益商社 1制(明治27)年

巻之一'分数上:分数ノ名称分数ノ意義/約分及通分約分通分

巻之ニ:分数 下:分数加法並減法 同分母分数加法並減法/異分母分数加法並減法

分数乗法並除法分数乗法第一類及除法第一類

分数乗法第二類及除法第二類

分数乗法第三類及除法第三類

④稲垣作太郎編纂『新算術』巻ー，巻ニ教師用 上原書庫 1897，1898 (明治30，31)年

巻ー:分数:分数の意義/分数の計へ方記法及種類/分数の値 二様の意味，分数の値の変化，

分数の化法/分数加減法/分数乗除法 整数を以て分数を乗除する法/簡易なる異分母分数の加減

法

巻二:分数の続:異分母なる分数の加減法/分数乗法/分数除法

まず，第 I期・前期の教科書の特徴が継承されている教科書として，田中矢徳・金津長吉の

教科書(①)について見る。この教科書において. I分数乗法J.I分数除法Jは，それぞれ，次
の下位項目から構成されている(( )内には，例題に対応する教育内容を記した。「混分数Jr分数」
は，それぞれ，帯分数，真分数を意味する)。

(I)分数ニ整数ヲ乗スル法 ((分数×聖書数))

(2) 整数ニ分数ヲ乗スル法 ((整数×分数))

(3) 分数ニ分数ヲ乗スル法 ((分数×分数))

(4) 混数ニ分数又ハ混数ヲ乗スル法 ((帯分数×帯分数))

(1) 分数ヲ整数ニテ除スル法 ((分数÷整数))

(2) 整数ヲ分数ニテ除スル法 ((整数÷分数))

(3) 分数ヲ分数ニテ除スル法 ((分数÷分数))

(4) 混数ヲ分数又ハ混数ニテ除スル法 ((帯分数÷帯分数))

田中・金津の教科書(①)における分類の観点と順序の構成は次の通りである。

第1に，演算の種類に関する③〈乗法，除法の分類〉の観点から. (乗法)→(除法)が基本

的な順序を構成している。第 2に，乗法，除法の各演算については，演算の対象に関する⑧〈整

数，分数の分類〉の観点から. (分数，整数)→(整数，分数)→(分数，分数)の分類と順序

が構成されている。第3に，各演算の下位項目(4)に示されているように. (分数，分数)につい

てのみ，演算の対象となる分数について. (C) (真分数，帯分数の分類〉が観点として設定され，

(真分数)→(帯分数)の順序が構成されている2)。

すでに指摘したように，上記の特徴は，学聞の系統に従った教育内容構成の，分数乗法，除

法に関する分類の観点と順序の構成における具体的な形態に他ならない。これは，第 I期・前

期の教科書が備えていた共通の特徴であった。そして，歴史的には，上記の特徴が「既成の学

問をそのまま授業に下ろす」ものとして批判の対象となり. I子どもの実態に合致し，無理なく
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学んでいくことができるような順序体系を模索する作業」が開始されるヘ第 I期・後期の教科

書における，第 I期・前期の教科書に対する部分的変容の進行は，上記の意味における「模索J
の開始を意味するものであり，その内容を解明することが本章の課題である。

この点を具体的かつ直接的に示す事実として、注目されるのは，竹貫登代多の教科書(③)に

おける項目「分数乗法並除法j，稲垣作太郎の教科書(④)における項目「分数乗除法」である。

稲垣の教科書において， I分数乗法jI分数除法Jは項目として設定されている。「分数乗除法」
は，これに加えて設定されている新たな項目である。また，目次の項目としては現れていない

けれども，渡辺政吉の教科書(②)においても，特に「分数乗法」の下位項目において，部分

的変容が進行している。

第1章においては，上記の項目を主要な対象として，そこにおける教育内容構成の特徴を，

分類の観点と順序の構成の 2つの側面から解明する。

(1) 教育内容に関する分類の詳細化

渡辺政吉の教科書(②)において注目されるのは， {教育内容に関する分類の詳細化〉である。

まず，この教科書における「分数乗法j，I分数除法」の下位項目を次に示す(なお，下記において，

「笑」は被乗数.r法Jは乗数を意味する)。田中矢徳・金津長吉の教科書(①)における下位項目と
比較した時，特に「分数乗法」において，分類の詳細化が進行しているo

(1) 真分数に整数を乗ずること ({真分数×整数))

(2) 混分数に整数を乗ずること ({帯分数×整数))

(3) 整数に真分数を乗ずること ((整数×真分数))

(4) 整数に混分数を乗ずること ((整数×帯分数))

(5) 真分数に真分数を乗ずること ({真分数×真分数)) 

(6) 実法両数の一つ若しくは二っとも混分数なる場合

( <帯分数×真分数).(真分数×帯分数).(帯分数×帯分数))

(1) 整数にて分数を除すること ((分数÷整数))

(2) 分数にて整数を除すること ({整数÷分数))

(3) 分数にて分数を除すること ({分数÷分数))

渡辺の教科書(②)においては，次の3点において，田中・金津の教科書(①)の特徴が継

承されている。第 1に，演算の種類に関する@{乗法，除法の分類〉の観点から， (乗法)→(除

法)が基本的な順序を構成している。第2に，乗法，除法の各演算については，演算の対象に

関する⑧〈整数，分数の分類〉の観点から， (分数，整数)→(整数，分数)→(分数，分数)

の分類と順序が構成されている。第3に，演算の対象となる分数に関する(C){真分数・帯分数

の分類〉の観点から， (真分数)→(帯分数)の順序が構成されている。

渡辺の教科書(②)において特徴的な点は，第3の観点。が， (分数，分数)だけでなく， (分

数，整数). (整数，分数)を含めた，乗法に関するすべての分類に対して適用されている点で

ある。その結果，上記の項目(2)(4)に見られるように， {帯分数を含む乗法〉に関する独自の項目

が設定されている。

co 
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除法については，乗法とは異なり， (帯分数を含む除法〉に関する独自の項目は設定されてい

ない。しかしながら，上記(1)-(3)の項目に対応する教科書内容においては， (帯分数を含む除法〉

が例題または練習問題として与えられている。従って，項目としては設定されていないけれど

も，分類の観点と順序の構成に関する限り，除法についても，概ね，乗法と同じ方法が採用さ

れていると見ることができる。

上記の特徴を，田中・金津の教科書(①)と比較してみよう。田中・金津の教科書において

は，項目(4)において， (帯分数×帯分数〉の問題が「例題Jとして与えられ，計算方法について，
「先、ソ混数ヲ仮分数ニ化シ，之ニ分数乗法ヲ施」すと説明されている。〈帯分数を含む乗法〉に

関する説明はこれがすべてである。〈帯分数×整数)， (帯分数×真分数〉など， (帯分数を含む

乗法〉については，すべて，この計算方法を適用すればよい。田中・金津の教科書においては，

このような観点から， (帯分数を含む乗法〉に関する詳細な分類，項目の設定等は必要ないもの

と考えられていた。除法についても，この点は同じである。渡辺の教科書(②)における分類

の詳細化は明らかであるべ

教育内容に関する分類の詳細化は，竹貫登代多の教科書(③)において，さらに進行してい

る。

竹貫の教科書においては，第 1に，演算の対象に関する⑧〈整数，分数の分類〉が基本的な

観点，演算の種類に関する③〈乗法，除法の分類〉が副次的な観点として設定されている。分

類の観点は第 I期・前期の教科書と同じであるが，適用の順序が逆転している点が注目される。

第2に，特に，演算の対象に関する@(整除の関係〉とでも表現すべき新しい観点が設定され

ており，この観点にもとづいて詳細な分類が行われている。第 1の特徴については(2)において

見る。ここでは，第2の特徴について見る。

例えば， I分数乗法第二類J((整数×分数))に関する分類と順序について，次の説明がある。
「実ノ数ヲ法ノ分母ニテ除シ蓋シ得ルモノヲ授ケ，而シテ，次ニ其除シ墨シ能ハザルモノヨリ，

遂ニ進ンデ実ノ数ト法ノ分母トニ公約数アルモノニ及ボスベシJ(r教授要旨J)。この説明におい
ては，分類の観点として，被乗数と乗数の分母に関する@(整除の関係〉が設定され，次の順

序が構成されている。①前者が後者の倍数(ぽ28斗)，②互いに素(ex.7Xす)，③1以外の公約

数をもっ(四36寸)(( )は教科書において与えられている例題である。以下同じ)。
上記の分類と順序は，除法においても適用されている。例えば， I分数除法第二類J((整数÷
分数))においては，分類の観点として，被除数と除数の分子に関する@(整除の関係〉が設定

され，次の順序が構成されている。①前者が後者の倍数(eX.15-:-手)，②互いに素(加分子ニ

テ実ノ数ヲ除シ謹スコト能ハザルトキJ)(ぽ3-:-手)，③1以外の公約数をもっ(除数ト法ノ分子

f n~. 48 ¥ 
トニ公約数ヲ有スルトキJ) ~ ex却<ig)。
上記に加え，①②③の各分類に対応する練習問題においては， (真分数)→(帯分数)の順序

が適用されている。竹貫の教科書においては，第4の観点として，演算の対象となる分数に関

する(C)(真分数，帯分数の分類〉が設定されているのである。

次に，第5の観点として，演算の結果に関する@(真分数，帯分数の分類〉も設定されてお

り，部分的にではあるが，適用されている。「実ノ分母ト法ノ数トニ公約数ナキモノニシテ其積

ノ真分数トナルモノ(寸X3斗)ヲ授ケ，而シテ，次ニ，其積ノ帯分数トナルモノ(ex.~ x3= 
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12 n 2 ¥ i"L. =2~ )J (f教授要旨J)。
5 -5 J 
竹貫登代多の教科書においては，演算の対象に関する③〈整数，分数の分類〉が基本的な観

点として設定されている点に加え，演算の対象に関する⑨〈整除の関係}， (t {真分数，帯分数

の分類}，演算の結果に関する⑥〈真分数，帯分数の分類〉など，多様な観点が設定され，それ

にもとづく詳細な分類が行われている。

一般に，教育内容に関する分類の観点が多様に設定されることは，教科書における進歩の条

件たり得る。しかしながら，一般的な概念形成への見通しを欠いた分類の詳細化は，分類のた

めの分類に陥り，その結果，教育内容が，細分化された個別的な内容の単なる集合体となる可

能性と危険性を有している。

竹貫の教科書は，この点に関する具体的な事例を提供している。この点に関連して，次に，

この教科書において，一般的な概念形成の課題がどのよ 7に考えられているかを見る。

この教科書においては，上記において見た詳細な分類に加え，各分類に対応する形でうその

計算方法が具体的かつ詳細に説明されている。例えば， {整数×分数〉について，上記の分類③

に対応する計算方法の説明を見ょう。なお，教科書において，下記の引用は「注意」として記

されており，それを適用する問題群が例題として与えられている(( )内は引用者による)。

f n~.. 5 ¥ 
実ノ数ト法ノ分母トニ公約数ヲ有スルトキ(ex.36 x ，，'"'， 1へ先ヅ，仮ニ×ノ符号ヲ以テ実(36)¥ v~.vv .， 54 J 

一、 f36x5¥ ーノ数ニ法ノ分子(5)ヲ乗ジタル形ヲ不ン¥VV
54
' v )，以ァ其整数ニ分数ヲ釆ジタルモノトナシ，而シ

テ実ノ数(36)ト法ノ分母側トノ公約数ヲ悉ク省キ，然ル後チ，公約数ヲ省キタル実ノ数n)ニ
f2x5 10 n1¥ 

法ノ分子 (5) ヲ乗ズルモノナルコトヲ教フベシ[一一=一=3~1¥ 3 3 v3/ 

まず，この教科書において， {整数×分数〉については， r分数ヲ以テ整数ニ乗ズルト云フハ，
其整数ヲ其分数ノ分母ノ数二分チテ其ーヲ其分子ノ数ダケ相集ムルノ意ナルコトヲ会得セシ

メ」と記述されている。計算規則(x寸=仕÷川)が記述きれているだけであり，それが成立
する根拠・理由に関する説明は全く行われていない。〈整数×分数}の計算規則として最も一般

的な規則であるにもかかわらず，その「意jを「会得セシメjるための説明の論理を欠いてい

る。

次に，そもそも，上記の引用において示された計算方法は，上記の計算規則との関連におい

て説明されるべき性格を備えている。上記の計算方法は， {整数×分数〉に関する一般的な計算

規則を分類③に適用した結果として得られる，個別的な計算方法なのである。しかしながら，

上記の引用において行われているのは，一般的な計算規則との関連付けを欠いた，単なる個別

的な計算方法に関する説明に過ぎない。

竹貫の教科書においては， {整数×分数〉に関する個別的な計算規則・方法が，それらの相互

関係に関する明確な説明を欠いたまま，並列されているに過ぎない。

小倉金之助は，竹貫登代多が教師を務めていた私学である「攻玉舎jの「専修数学科」につ

いて， f[東京物理学校と比較して]攻玉舎の方がいわゆる問題解法に深入りしたと，いい得る

かと思う」と指摘している九本節において分析対象とした教科書は，高等小学校の教科書であ

り，攻玉舎の教科書ではない。しかしながら， r問題解法」への「深入りJという指摘に関する
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限り，この教科書においても，その具体的な形態を見ることができる。

(2) 教育内容の分類に関する観点、の逆転

田中矢徳・金津長吉の教科書(①)においては，乗法，除法に関する教育内容の分類の観点

としては，演算の種類に関する③〈乗法，除法の分類〉が基本的な観点，次に，乗法，除法の

各演算においては，演算の対象に関する⑧〈整数，分数の分類〉が副次的な観点として設定さ

れていた。この点は渡辺政吉の教科書(②)においても継承されている。これに対して，竹貫

登代多の教科書(③)においては，上記2つの観点の関係が逆転し，演算の対象に関する⑧〈整

数，分数の分類〉が基本的な観点，演算の種類に関する③〈乗法，除法の分類〉が副次的な観

点とされている点が特徴的である。 (1)において見た特徴と合せて考えるならば，竹貫の教科書

(③)において，演算の対象に関する分類が特に重視されていることは明らかである。

上記の特徴は， r分数乗法並除法」という独自の項目の設定として現われている。この項目の
内容に関する説明を，次にまとめて引用する。

整数ヲ以テ分数ニ乗ズルモノ，之ヲ分数乗法第一類トナス。 ({分数×整数})

整数ヲ以テ分数ヲ除シ， (中略)其商ニ分数ヲ得ルモノ，之ヲ分数除法ノ第一類トナス。

({分数÷整数})

分数ヲ以テ整数ニ乗ズルモノ，之ヲ分数乗法第二類トナス。

分数ヲ以テ整数ヲ除スルモノ，之ヲ分数除法ノ第二類トナス。

「分数に分数を乗ずるJものを「分数乗法第三類jとする。
「分数を分数にて除するjものを「分数除法第三類」とする。

({整数×分数})

({整数÷分数))

({分数×分数})

({分数÷分数})

上記の引用に示されているように，竹貫の教科書(③)においては，まず， (分数，整数)→

(整数，分数)→(分数，分数)という分類 (f類J)と順序が構成される。次に，各分類に対し

て， (乗法)→(除法)の分類と順序が適用される。その結果，設定された 6つの項目が，上記

の引用に見られる， r分数乗法並除法」の下位項目を構成している。
上記の分類と}I頂序に関連して注目すべき第 1の要因は，この教科書における分数除法の定義

である。竹貫の教科書において，分数除法は，分数乗法の逆演算(教科書の表現によれば「還原J)

として定義されている。上記の特徴は，定義によって示されている 2つの演算の関係を，教育

内容構成の順序において直接的に具体化した結果である。関連する記述を次に引用する。

整数を分数にて除する方法を教ふるには，先づ，左の如く，黒板に 21斗=15と記して，日

21に斗干を乗じたるもの(仲中輔略附)なることを会得せしめ，而して後ち，上の如く 15-;.-与と記して，

= イクヲ 5 
15-;.-手を指し，コレハ幾何「ーを乗ずれば15になるか， (中略)といふことを示すものなること7 -C，，:)t:f L.--， -' V ' '7Y<ilrJ ~'- 7 

を教へ(略)。
/， ~ . 5 n， ¥. 5 

注意左ノ第(1)ノ間ヒノ知キ式¥15-;.-:; =21)ノ¥了ニ幾何ヲ乗ズレパ15ニナルカト云フ意ヲ

示スモノ，即チ乗法第一類ノ還原トモ見倣スコトヲ得ルモノナルコトヲモ，亦，教フベシ。

竹貫の教科書において，分数乗法，除法に関する教育内容は，演算の対象に関する③〈整数，

p

、υ
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分数の分類〉の観点にもとづいて，個別的な内容 (1類J)へと分類されている。そして，このよ

うな形で分類された個別的な内容が，除法の定義を媒介として，相互に関連付けられている。

次に，この教科書においては， <乗法，除法によって表現される分数の性質〉が教育内容とし

て構成されていない。この点は，上記の特徴に関連して注目すべき，第2の，そして，より重

要な要因である。この内容に対応する項目として，田中・金津の教科書(①)においては「分

数ノ性質J，渡辺の教科書(②)においては「分数公則」が設定されていた。まず，田中・金沢
の教科書(①)に従って，関連する内容を含めた形で， <乗法，除法によって表現される分数の

性質〉を次に整理するo

(ex竿=すX2) 
(ex平→72)
(ex.4 ~2寸72)

(ex 古=すx2) 

(寸=誌)
(ex詰寸)

同数ヲ分数ニ乗スルニ同シ。分子ニ某整数ヲ乗ス/レハ，第

同数ニテ分数ヲ除スルニ同シ。分子ヲ某整数ニテ除ス/レハ，第二

分母ニ某整数ヲ乗ス/い¥分数ヲ同数ニテ除スルニ同シ。第三

同数ヲ分数ニ乗スルニ同シ。分母ヲ某整数ニテ除スlレハ，第四

分母子ニ同シ整数ヲ乗スルモ，分数ノ値ハ変スルコトナシ。第五

分母子ヲ同シ整数ニテ除スルモ，分数ノ値ハ変スルコトナシ。第六

田中・金津の教科書(①)において，上記の内容は， r分数ノ性質Jとして，分数の定義，記
法，種類(真分数，仮分数・帯分数)の直後に位置付けられていた。上記の内容は，分数乗法，

除法に関する教育内容との関連を有しているけれども，乗法，除法とは独立に，分数の定義か

ら直接的に導くことが可能で、ある (1第一J-1第四J)。さらに，そこから，分数の最も本質的な
性質 (1第五J，1第六J)を導くことが可能である。そして，この内容とその位置は，分数乗法に

関する教育内容構成の順序に対して，重要な関連を有している。

田中・金津の教科書(①)においても，竹貫の教科書(③)においても，分数乗法に関する
/b"d /b.¥/  b ¥bxd  ¥ 

説明の論理は同じである(一×一=(ーでc)Xd=(_~_ )Xd=一一一)。従って，いずれの教科書に¥a c ¥a -/ - ¥aXc/ aXc/ 

おいても，説明の過程において， < ~ムc=-L〉に関する説明の必要性が生じる。
a aXc 

この点に関連して，田中・金沢の教科書(①)においては，四則演算に進む以前に，上記の

内容が位置付けられている。従って，〈]Z÷c=-L〉については，上記の内容「第三」を用いる
a aXc 

ことにより，次の説明が可能で、ある。 13分之2ニ5分之4ヲ乗ストハ， 3分之2ヲ5分セシモ

ノヲ 4ツ集ムルコトニテ，即チ4倍ヲ求ムルコトナリ。而シテ， 3分之2ヲ5分スレハ_2_ト
3X5 

ナリJ。

これに対して，竹貫の教科書(③)においては，そもそも， <乗法，除法によって表現される

分数の性質〉が教育内容として構成されていない。従って， <分数×分数〉について，回中・金

j畢の教科書(①)において見た説明を行うことは不可能で、ある。これを行うためには，教育内

容構成の順序として， <分数×分数〉の前に， <分数÷整数》を位置付けることが必然的な要請

となる。先に見た順序の構成は，この要請に応えた結果である。

田中・金i翠の教科書(①)においては， <乗法・除法によって表現される分数の性質〉を含め

た形で， <分数の性質〉に関するひとまとまりの教育内容が構成され，それが四則演算の前に位

co 
co 
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置付けられている。これにより，乗法についても，除法についても，ひとまとまりの教育内容

を構成する可能性が導かれるのであり，教科書においてもそれが実現されている。

これに対して，竹貫の教科書(③)においては，そもそも， {分数の性質〉に関する教育内容

が構成されていない。構成されているのは， (約分)(1第六J)のみであり， (乗法・除法によっ

て表現される分数の性質)(1第一」から「第四Jまでの内容)については教育内容として構成され

ていない。このような内容構成による限り，そして，先に見た，分数乗法に関する説明の論理に

よる限り，乗法，除法に関するひとまとまりの教育内容を構成することは不可能なのである 6)。

第 I期・前期の教科書は， {分数の定義，性質・大小関係，四則演算のそれぞれについて，ひ

とまとまりの教育内容を構成する〉といっ原理にもとづいていた。これまでに見てきた竹貫登

代多の教科書(③)の特徴は，この教科書における上記の原理の後退を具体的かつ明確な形で

示している。

(3) 乗数，除数に関する整数，分数の分類に対応した独自の教育内容構成

稲垣作太郎の教科書(④)において注目されるのは， r分数乗法Jr分数除法」に加える形で，
「分数乗除法」が，新しい項目として設定されている点である。この項目においては， (分数×

整数)， {分数÷整数〉に関する，ひとまとまりの教育内容か守構成されている。上記3項目にお

ける教育内容構成の全体を次に示す。

(1) 整数を以て分数を乗除する法 ({分数×整数)(分数÷整数))

(2) 整数に真分数を乗ずる法 ({整数×分数))

(3) 真分数に真分数を乗ずる法 ({分数×分数)) 

(4) 混分数に真分数又は混分数を乗ずる法 ({帯分数×真分数)， (帯分数×帯分数))

(5) 整数を真分数にて除する法 ({整数÷分数})

(6) 真分数を真分数にて除する法 ({分数÷分数})

(7) 混分数を真分数叉は混分数にて除する法 ((帯分数÷真分数)， (帯分数÷帯分数))

「分数乗除法」の設定は，直接的には，演算の対象に関する分類の観点として，⑮〈整数，

分数の分類〉が設定されていることを意味する。この観点から，まず， (分数，整数)の分類に

よって，ひとまとまりの教育内容が構成されている。そこにおいては，演算の種類に関する分

類の観点③〈乗法，除法の分類〉により， (乗法)→(除法)の順序か構成されている。このよ

うな分類と順序は，先に見た竹貫登代多の教科書(③)と同じであり，教育内容においても，

「分数乗除法jは「分数乗法第一類及分数除法第一類jと同じである。

ただし，竹貫の教科書(③)とは異なり，稲垣の教科書(④)においては，上記の分類と順

序が，分数乗法，除法に関する教育内容構成の全般に対して適用されているわけではない。こ

の点は， r分数乗法J，r分数除法J(上記の項目(2)-(7))の下位項目に示されている。これらの項
目における分類の観点と順序の構成は，上記とは逆である。まず，演算の種類に関する@{乗

法，徐法の分類〉の観点から， (乗法)→(除法)の順序が構成され，次に，各演算においては，

po 
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演算の対象に関する⑧〈整数，分数の分類〉の観点から， (整数，分数)→(分数，分数)の順

序が構成されている。

稲垣作太郎の教科書(④)においては，分類の観点と順序の構成において 2つの異なった

方法が採用されている。この点は，田中矢徳・金津長吉(①)，渡辺政吉(②)，竹貫登代多(③)

の教科書には見ることができない，稲垣の教科書(④)に独自の特徴である。

上記の特徴は，どのような教育内容構成原理を根拠・理由として生じたのか。次に，この点

に関する解明を試みる。

まず，この教科書においては， I分数乗除法jについて，次の説明がある。

整数ヲ以テ分数ヲ乗除スルコトハ，分数ノ計へ方及値ノ変化ノ場合ニ於テ，既ニ其端緒ヲ示シ

アレパ，其等ノ復習ニ依テ自ラ会得セラルベシ。

上記の引用にある「端緒」とは，まず， {分数の定義〉であり，次に， {乗法，除法によって

表現される分数の性質〉である。後者については，前者から直接的に導くことが可能である。

両者の内容を，次にまとめて示す。

一つのものを幾つにも等分し，其一部或は幾部の集りたるものを幾分の幾っと云ひ，之を分数

と云ふ (1分数の意義J)。

分数を計ふるには，総て其等分したる数と，其集めたる数とに，計ふるものにして(略)(1分

数の計へ方記法及種類J)。

一 一数を以て分数の分母を除し，或は分子に乗するときは，其数を分数に乗ずるに同じ。
1 ， ~ ，" ". -_ ~"" _ _ ，~，. ~ 1 _ ，~ ~ . ~ _，~. _ 2 

例へば， の分母4を二除してーとなせは，冗の分数の 倍となり。土の分子1を二倍してす2 ー

となせば，元の分数の二倍となる。(中略)

二 一数を以て分数の分母に乗じ，或は分子を除するときは，其数を以て分数を除するに同じ。
2 ， ~ ，. • "，一

例へば，ーの分母4を二倍して となせは)じの分数の半分となり， の分子2を二除して
8 

士となせば，元の分数の半分となる (1分数の値の変化J)。

次に， {乗法，除法によって表現される分数の性質}(上記の一，二)を用いて， (分数×整数〉

〈分数÷整数〉に関する説明が行われる。〈分数×整数〉に関する説明を次に引用する。

l. 分数ノ値ノ変化ノ場合ニ於テ，ー数ヲ分数ニ乗ズルニハ如何ニスルト云ヒシカ。
1.2 ~ 2，4 

2， ト 及ートートノ大サヲ較ブレパ如何。3 ' 3 5 ' 5 
両方トモ，後ノ分子へ前ノ分子ノ二倍ニシテ，其分数ノ{直モ亦二倍ナ 1)。
2，2，2 __ 6 6_2 

3， 一+一+ーハ幾何 …H ・H ・-....・H ・-ーヲ一一較ブレパ其大サ如何・H ・- 三倍。7 ' 7 '7 /，-"'O'H  7 7 / 7ー

然ラベ手ノ分子ヲ三倍シタルモノヘ又其分数ノ三倍トナルナリ。

整数を真分数に乗ずるには，分子に乗ずべし。
2"n 2x3 6 

例へば，一x3=一一一=一7 "V  7 7 
〔注意〕分母ヲ除スルモ可ナルコトハ，暫ク止メ置クモノトス。蓋シ一時ニ多様ニ渉ルハ

却テ理解ヲ害スルノミナラズ，分母ノ整除シ難キ場合アルヲ以テナリ。

oo 
co 
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〈分数×整数}{分数÷整数〉については，乗数，除数が整数であるため，分数の定義・性質

の延長として，比較的容易に説明可能で、ある。稲垣の教科書(④)においては，この点が注目

され，教育内容構成の順序として直接的に具体化されている o その結果，特に， {分数×整数〉

〈分数÷整数〉について，ひとまとまりの教育内容 (r分数乗除法J)が構成されたのである。な

お，上記の「注意」においては，先に，渡辺政吉(②)，竹貫登代多(③)の教科書について見

た，教育内容に関する分類の詳細化に対する，この教科書の立場が示されている。

次に， {整数×分数}{分数×分数〉および〈整数÷分数}{分数÷分数〉については，分数を

乗数，除数とする点において新しい内容を含んでおり，分数の定義・性質の延長とは異なる，

独自の論理にもとづいた説明が必要になる。この点にもとづいて，分数を乗数，除数とする乗

法，除法については，各演算別に，ひとまとまりの教育内容 (r分数乗法J，r分数除法J)が構成
されたのである。そこにおいては，分数乗法の意味について，整数乗法の意味に関する説明の

論理との〈連続性〉にもとづいた，統一的な説明が行われている九

分数乗法，除法に関する教育内容を， (分数の定義，性質の延長として説明可能な内容〉と〈分

数の定義，性質の延長とは異なる，独自の論理にもとづく説明が必要になる内容〉という 2

つのまとまりによって構成する。これが，稲垣作太郎の教科書(④)における教育内容構成原

理となっている。

この原理は，第II期の教科書における教育内容構成原理の解明において，重要な意味と位置

を備えている(第2章)。同時に，この原理については，分数の教育内容構成に関する一般的，

根本的な原理を含んでいる可能性がある(第3章)。

〈註〉

1)教科書検定については，次の版および時期において，すべて合格している。①は明治27年5月，②は明治29

年3月，③は，生徒用書については明治27年7月訂正版により同月，教師用書については明治32年5月修

正版により同年6月，④は，生徒用については明治32年 3月訂正4版により同月，教師用については同年10

月。「算数教科書総目録Jr日本教科書大系近代編第 14巻算数(5)J講談社， 1964年， 78-84ページ。なお，

③については， i検定時代中期を代表する筆算教科書jとして，児童用書が次に収められている。『日本教科

書大系近代編第 12巻算数(3)J講談社， 1963年。

2) i混数ニ分数又ハ混数ヲ乗スル法jにおいて，例題として与えられているのは〈帯分数×帯分数〉のみであ

る。〈帯分数×真分数}{真分数×帯分数〉については練習問題として与えられている。 ii昆数ヲ分数又ハ混数

ニテ除スル法」についてもこの点は同じである。

3) ここで，次の問題が生じる。なぜ，学聞の系統に従った教育内容構成が批判の対象となったのか?この点に

関連して，批判の論理をその根拠・理由とともに解明すると同時に，批判の妥当性を検討することも重要な

課題である。そのためには，例えば，本論文において対象とした教科書の内容に直接的に関連する当時の言

説，教科書による教育実践の報告等を対象とすることが必要である。ただしこの点については今後の課題

とする。

4 )渡辺の教科書(②)において， (帯分数を含む乗法〉について，特に，田中・金j畢の教科書(①)と異なる説

明が行われているわけではない。「混分数に整数を乗ずるには，先づj昆分数を仮分数に化し，然る後，真分数

に整数を乗ずる手続を行ふべしJ。

5)小倉金之助『近代日本の数学j，著作集2，勤草書房， 1973年， 273ページ。

6) {乗法，除法によって表現される分数の性質〉に関する教育内容を構成していない場合においても，分数乗

法の説明において独自の論理を構成することによって，分数乗法，除法について，ひとまとまりの教育内容

を構成することは可能である。第 I期・後期においても，例え'i，<分数×分数〉について，量(線分の長さ)
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を用いた説明を行うことにより， <分数ー整数〉を前提とすることなし〈分数×分数〉を説明している教科

書が見られる。石川富三郎著『清算術教科書』第一，生徒用，神戸斡， 18ω9似明治初制)年，東書文庫所蔵。

7)稲垣の教科書(④)においては，説明の基本的観点が次のように記されている。「分数ノ加減乗除ハ，毎ニ之

ヲ整数ノ加減乗除ト対照シ，其関数理上ノ差異ナキコトヲ認知セシムルヲ必要トスJ，I広ク法ト云フコトヨ

リ考フレパ，整数タルト分数タルトニ於テ，意味ノ異ナルコトナシj。この観点から，乗法の意味については

次のように説明されている。「乗法ニ於テ，積ハ，法ガ単位(1)ヲ含ムダケ，実ヲ含ムモノナリト云ヒ得ベシ」。

この点を含め，第I期・後期および第II期の教科書における分数乗法の説明については，次において報告し

ている。岡野勉「明治検定期算術教科書における演算の意味と規則に関する説明一一第 I期・後期および第

II期における分数乗法を対象として」日本カリキュラム学会第13回大会，自由研究発表， 2002年7月，九

州大学。

2.第II期の教科書に見る，学校算術における分数論の原型の形成

第11期の教科書においては，第 I期・後期の教科書における部分的変容が継承されると同時

に，新たな特徴が付与される。それにより，教育内容構成の複雑化がさらに進行する。第2章

においては，具体的な特徴として次の3点に注目する。次の3点は，相互に関連し合いながら，

学校算術における分数論の原型の重要な特徴を構成している。

第1の特徴は異質な教育内容構成原理の出現である。第11期の教科書においては，第 1章に

おいて見た，稲垣作太郎の教科書(④)における教育内容構成原理が継承されている。ただし，

この点に関連して注意しなければならないのは，第11期の教科書においては，分数乗法の意味

に関する説明に関して，稲垣の教科書において構成されていた〈独自の論理〉が失われる点で

ある。

具体的に見ょう。稲垣の教科書における教育内容構成原理は，分数乗法，除法に関する教育

内容を， {分数の定義，性質の延長として説明可能な内容}({分数×整数){分数÷整数})と〈分

数の定義，性質の延長とは異なる，独自の論理にもとづく説明が必要になる内容}({整数×分

数){分数×分数}， {整数÷分数}{分数÷分数})という 2つのまとまりによって構成する点

にある。同時に，後者においては，分数乗法の意味について，整数乗法の意味に関する説明の

論理との〈連続性〉にもとづいた，統一的な説明が行われている点が重要で、ある。これに対し

b" ーて，第11期の教科書においては，“Xのーの概念の導入Lより，説明の論理が著しく簡略化さ
a 

れる九その結果，稲垣の教科書における教育内容構成原理については，そこに含まれていた《独

自の論理〉が失われ， {乗数，除数に関する整数，分数の分類による教育内容構成〉として，そ

の形式的な側面だけが継承される形になる (2一(1))。

この点に関連して，第11期においては，演算の結果に関する⑪〈約分の有無〉を分類の基本

的観点とする教科書が出現する。この点についても，稲垣作太郎の教科書における教育内容構

成原理の形式的側面をさらに強調し，{2つのまとまりによる教育内容構成〉としてのみ，その

継承を図った結果として位置付けることが可能で、ある (2-(3))。

第2の特徴は，第 I期・後期の教科書における分類の観点が継承されると同時に，それに加

える形で，分類の観点が新たに設定されている点である。特に， @{くりあげの有無}，⑪〈約

分の有無〉など，演算の結果に関する分類の観点が新たに設定されている。そして，これらの

観点を含め，複数の観点が組み合わされた形において設定，適用されることにより，教育内容

A
U
 

η
，a
 



明治検定期算術教科書における演算の分類と順序の構成

に関する分類の詳細化がさらに進行する。同時に，分類された個別の教育内容が，複数の項目

に分散する形で構成される。第 I期・前期の教科書に見られた，ひとまとまりの数学的概念に

対応した，ひとまとまりの教育内容構成から，詳細に分類きれた個別的な教育内容の単なる集

合体へと，教科書内容が変容するのである (2-(1)， (2)， (3))。

第3の特徴は，乗法，除法に関する教育内容が，定義の拡張(真分数→帯分数・仮分数)，分数

の性質(約分)等，分数に関する他の教育内容と関連付けられた形で，構成されている点であ

る。この特徴は，第 I期・後期の教科書における部分的変容が，乗法，除法に関する教育内容

構成の範囲内に止まっていた，その意味において，まさに，“部分的"な性格を備えていた点と

対照的である (2一(2)，(3))。

第2章においては，上記3点について，その内実を，教科書の記述に却して具体的に示す。

分析対象とする教科書の目次から，関連する項目を次に引用する(所蔵機関は，⑤⑥は東書文庫，

⑦は国立教育政策研究所)2)。

⑤学海指針社編『小皐算術』巻ニ 高等科教員用 1901 (明治34)年

第一編 分数.記法及加減/分数乗除/仮分数帯分数/整数を仮分数に改むる方法，帯分数を

仮分数に改むる方法/整数の性質/前課の続/最大公約数/約分/前謀の続/最小公倍数/通分

の予備/通分/常分数の寄算及引算/帯分数の寄算及引算/帯分数引算の続/前課の続

第二編 分数及小数の続:分数掛算第一及分数寄j算第一/前課の続/分数掛算第二/前課の続

/分数掛算第三/掛算の続/分数割算第二/前課の続き/分数割算第三/前課の続

⑥金港堂書籍株式会社編纂『高等算術教科書J巻ニ，巻三 教員用 1901 (明治34)年

巻二:分数:分数ノ観念記数法及ビ命数法/簡易ナル加減乗除/約分/練習雑間/帯分数ノ加

減乗法/仮分数ヲ帯分数ニ化スル法/整数若クハ帯分数ヲ仮分数ニ化スル法/化法雑間/除法/

四則雑問/小数ヲ分数ニ化スル法/分数ヲ小数ニ化スル法/分数雑間

巻三:分数:整数ノ性質/通分/加法/減法/加減j昆題/乗法/加減乗混題/除法/分数四則

雑間

⑦ 中島吉太郎・堀越源次郎編纂『高等科小撃算術書』巻ニ，巻三 教師用 吉川半七発行

1901 (明治34)年

巻ニ:分数:分数ノ意義，読ミ方，書方/分数ノ化法/寄セ算(同分母ノ場合)/引キ算(同

分母ノ場合)/掛ケ算/割リ算

巻三:分数ノ続:倍数ト約数/公約数ト最大公約数/約分/寄セ算ノ二(和ノ分母子ニ公約数

ヲ有スベキモノ)/引キ算ノ二(差ノ分母子ニ公約数ヲ有スルモノ)/掛ケ算(積ノ分母子ニ公

約数ヲ有スベキモノ)/割リ算ノ二(商ノ分母子ニ公約数ヲ有スルモノ)/最小公倍数/通分/

寄セ算ノ続/引キ算ノ続

(1) 乗数，除数に関する整数，分数の分類による教育内容構成

学海指針社の教科書(⑤)においても，金港堂の教科書(⑥)においても，乗数，除数に関

する整数，分数の分類による教育内容の構成が行われている。これにより， <分数×整数}<分

ウ
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数÷整数〉が第 1のまとまりを， {整数×分数>{分数×分数〉および〈整数÷分数>{分数÷分

数〉が第 2および第 3のまとまりを，それぞれ，構成している。ただし，学海指針社の教科書
今 “ b(⑤)において，分数乗法の意味L関する説明は xX一 (x-;.-a)Xb"である。他方，整数乗法

a 
の意味に関する説明は〈同数累加〉によって行われている。説明の論理における〈連続性〉は

失われている。稲垣作太郎の教科書(④)における教育内容構成原理の形式的な側面だけが継

承されている3)。これが第1の特徴である。

第2に，それぞれのまとまりにおいては，稲垣の教科書において設定されていた分類の観点

が継承されていると同時に，それに加える形で，新しい観点が設定され，それにより，教育内

容に関する分類の詳細化がさらに進行している。同時に，詳細に分類された教育内容が，複数

の項目に分散する形で，構成されている。

上記2点の特徴を，学海指針社の教科書(⑤)，金港堂の教科書(⑥)を対象として，具体的

に示す。

第1の特徴に関連して，学海指針社の教科書(⑤)においては， {分数×整数>{分数÷整数〉

に関するひとまとまりの教育内容が構成されており，それが，分数乗法，除法に関する教育内

容における第1のまとまりを構成している。対応する項目は「分数乗除JI分数掛算第一及分数

割算第一Jである。その下位項目に関する説明を次に引用する(番号は引用者による)。

(1) 簡易なる掛算及割算を授〈。但，何れも分数の意義よりして，直ちに了解せらる 3 ものた

るべし。故に，割算は分子が除数の倍数なるものに限るべし。 (1分数乗除J)

(2) 分数に整数を掛けること。是は己に前編に於て授けたる所なれども，尚，復習かたがた之

を課し，特に未だ授けざる，帯分数に整数を掛ける法を教へて，之を練習せしむ。 (1分数掛算

第一及分数割算第一J)

(3) 分数を整数で割ること。分数を整数で割ることは，前編に於て其の端緒だけを授けたれど

も，其は只分子が法の倍数なる時のみなりしなり。本課に於ては，一般の分数，特に帯分数

を整数で割ることを教ふるものとす。 (1分数掛算第一及分数寄l算第一J)

上記の項目における教育内容を，構成の順序に従って次に列挙する。

(1) {真分数×整数〉

(2) {真分数÷整数)(分子が整数の倍数である場合)

(3) {帯分数×整数〉

(4) {真分数÷整数)(分子と整数が互いに素である場合)

(5) {帯分数÷整数〉

上記において，先に指摘した第 2の特徴の具体的な形態を見ることができる。項目(2)(4)に見

られるように，特に， {真分数÷整数〉について，被除数の分子と整数に関する⑪〈整除の関係〉
( 4. n ¥ ""-r-. ._ _ (ワ 1

の観点が設定され，それにより，①前者が後者の倍数¥ex'g-;'-2)，②互いに素¥ex. 5 -;'-3)の分類
と)11買序が構成されている。そして，①が「分数乗除」に，②が「分数掛算第一及分数割算第一」

に，それぞれ分散されている。前者においては， I分数を割るには，分子を割れば可なり」とし

て個別的な規則が，後者においては， I分数を割るには，常に法を分母に掛くれば可なり」とし
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て一般的な規則が，それぞれ，説明される。

上記の構成を，稲垣作太郎の教科書(④)と比較してみる。稲垣の教科書においては， (分数÷

整数〉についても，項目「分数乗除法jにおいてひとまとまりの教育内容が構成されていた。

計算規則についても， 1多様ニ渉ルヲ避ケントスルJ観点から， 1整数にて真分数を除するには，

其の分母に乗ずべし」として，一般的な規則だけが説明されていた。学海指針社の教科書(⑤)

における教育内容に関する分類の詳細化，複数項目に渡る教育内容の分散は明らかである。

金港堂の教科書(⑥)においても， (分数×整数)(分数÷整数〉に関する教育内容が第一の

まとまりを構成している。ただし，この教科書において特徴的な点は，分類の観点として，演

算の結果に関する⑪〈約分の有無》が設定され，特に(真分数，整数)による乗法，除法に対

して，この観点が適用されている点であるぺこれにより，この教科書においても，学海指針社

の教科書(⑤)とは異なる形態において，教育内容に関する分類の詳細化，複数項目に渡る教

育内容の分散が進行している。

次に，分数乗法，除法の教育内容構成における第 2および第 3のまとまりについて。学海指

針社の教科書(⑤)において，上記のまとまりに対応する項目は，それぞれ， 1分数掛算第二」

「前課の続j1分数掛算第三j，1分数割算第二j1前謀の続j1分数割算第三Jである。上記6項
目における教育内容の構成を次に示す(番号は引用者による)。

(6) 掛算の中，最も簡易なる場合， !lDち，整数に分数を掛けて其答がヤハリ整数となるもの、

練習。((整数×真分数=整数))

(7) 整数に常分数[真分数]を掛けて，其答が分数となるもの。((整数×真分数=分数))

(8) 整数に帯分数を掛けて，其答が整数となるもの。((整数×帯分数=整数)) 

(9) 整数に帯分数を掛けて，其答が帯分数となるもの。((整数×帯分数=帯分数))

(10) 常分数に常分数を掛けること。((真分数×真分数))

(11) 帯分数に常分数若しくは帯分数を掛けること。((帯分数×真分数)， (帯分数×帯分数))

(12) 常分数にて他の数[整数]を割ると云ふことの意義，其練習。((整数÷真分数))

(13) 整数を帯分数にて割り，答が整数となるもの。((整数÷帯分数=整数})

同分数にて帯分数を割ること。({帯分数÷真分数)， (帝分数÷帯分数))

上記の項目に明らかなように，第2および第3のまとまりにおいても，教育内容に関する分

類の詳細化，複数項目に渡る教育内容の分散が進行している。

まず， (整数，分数)， (分数，分数)の各分類において，演算の対象となる分数に関するcg(真

分数，帯分数の分類〉の観点が設定され， (真分数)→(帯分数)の順序が構成されているへ

この点は，上記の項目(6)(7)(8)(9)，項目(10)(11)の区別として現れている。なお，稲垣作太郎の教科

書(④)においても，同じ観点は設定されていた。ただし，その適用は(分数，分数)に限定

されており， (整数，分数)には適用されていない。(整数，分数)については， 1整数に真分数

を乗ずる法j，1整数を真分数にて除する法」だけが説明されていた。

次に，演算の結果に関する@(整数，分数の分類〉の観点が設定されている。この点は，項

目(6)(8)および項目(7)(9)の区別として現れている。特に， (整数×真分数)， <整数×帯分数〉に対

して，この観点が適用され，各分類において， (整数)→(分数)の順序が構成きれている。こ
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の観点は，演算の対象ではなく，演算の結果に注目する点において，新しい観点である。

なお，金港堂の教科書(⑥)においては，特に，演算の結果に関する⑥〈整数，分数の分類〉

の観点は設定されていない。

(2) 分数の定義に関する説明の一環として位置付けられた教育内容構成

学海指針社(⑤)，金港堂(⑥)の教科書においては，分数乗法，除法に関する教育内容の一

部が，分数の定義およびその拡張に関する説明の一環として位置付けられている。

まず，学海指針社の教科書(⑤)について，上記の特徴を見る。この教科書においては， {分

割分数の論理>(士=士×れより，真分数について，分数の定義が行われた後，直ちに， {定義

の延長として説明可能な四則演算〉が説明される。その内容は，同分母真分数の加法(叶+手

+子)，減法(ext去)， {真分数×整数>(ex. ~ X 3)， {真分数÷整数>(吋72)てやある。そ
れにより， r先つ二分数と云ふもの、観念を与へ，兼ねて極めて簡易なる加減乗除を授け，以て，
其観念をして，愈々明瞭正確ならしめ」ることが目的とされている(["記法及加減J["分数乗除J)。

「分数乗除」の項目から，関連する記述を次に引用する。上記の目的は， r注意jにおいて，
具体的かつ明確な形で記されている。

第二課分数乗除

(本課の目的) 簡易なる掛算及割算を授〈。但，何れも分数の意義よりして，直に了解せらる、

ものたるべし。故に，割算は分子が除数の倍数なるものに限るべし。

第一時教授及練習
1 2 3 _~"'""""~ -(予備) 予備として， 一等の音義を去はしめ，戒は之を図上に顕きしめ，而して後に5' 7' 10 

次の心算を課す。

(I) 5分のlの3倍， (2) 7分の2の3倍， (3) 10分内3の2倍， (4) 11分の2の5倍，

(5) 13分の4の3倍。

(注意) 右の心算も，亦，児童が巳に充分に分数の意義を了解し)苦らば，何の苦もなく答ふる

ことを得べし。若し能はざるならば，是即ち未だ分数の観念を明瞭に与へ得ざりし証なり。従っ

て，前課に於ける教授は全く失敗に終りたることを知るべし。

(教授) 分数に整数を掛けるには，整数を分子に掛ける。
4..~ 20 

例- 21分の4の5倍は幾何。 一 X5=21"V 21 

(練習)
3 ..， 12 

(1) 一一x4=
25'" 25 

7 ..， 28 
(2) 一一X4=一一29' -. 29 

7..n 14 (3) 一一X2=19 ，，~ 19 (以下略)

第三時教授及練習

(予備) 予備として心算を課すること，第一時の如くすべし。(1) 9分町4の半分， (2) 11分的

6を3にて割れ， (3) 9分の8の4にて割れ。

(教授) 分数を割るには，分子を割れば可なり。されども，分子が割り切れざること多し。其

は後に至りて皐ぶべし。
27 . n 3 例二 50分の 27を9にて割れ。 一一一9=50 . J 50 

25 . ~ 5 ''"' 28. ~ 4 '."' 39.. n 3 (練習) (14) 一75=~"， (15) ~~77=一 (16) ~~ 713= ，V，.，以下略)31 . V 31 ，.v， 41" 41 ，.v， 47' ~V 47 

a
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金港堂の教科書(⑥)において特徴的な点は， {分数×整数}(分数÷整数〉に関する教育内

容が，定義の拡張(真;分数→帯分数)の一環として位置付けられている点である6)。

この教科書においても，まず， {分割分数の論理〉により，真分数について，分数が定義され

る。次に，直ちに， {定義の延長として比較的容易に説明可能な四則演算〉が説明される (1簡易

ナル加減乗除J)or同分母ナル真分数ノ加減及ビ整数ヲ以テ真分数ヲ乗除スルコトヲ授ケ，其ノ方
法ニ習熟セシムルト同時ニ，益々，分数ノ観念ヲ正確ナラシメントスルニ在リJ(1要旨J)。この

点については，先に見た学海指針社の教科書(⑤)と同じである。

金港堂の教科書(⑥)においては，上記の観点が，帯分数に対して適用されている点が特徴

的である。すなわち，帯分数の導入後においても，直ちに， {定義の延長として説明可能な四則

演算}が説明される。その内容は，帯分数を含む同分母の加法，減法， {帯分数×整数}， {帯分

数÷整数〉である (1帯分数ノ加減乗法J1除法J)or同分母ナル帯分数ノ加法・減法及ヒ、帯分数ニ
整数ヲ乗ズルコトヲ授ケントスJ(1要旨J)。関連する記述を次に引用する。

2 日
3一一x3=g..;;...7"V ~7 

此ノ方法ハ，先ツ整数ノ部分ヲ倍シ，次ニ分数ノ部分ヲ倍シテ，其ノ和ヲ求ムベシ。

之レ， 3箇 7分ノ 2ノ¥3ト7分ノ 2トノ和ナルヲ以テナリ。 13ヲ3倍スルニハ，先ヅ10ヲ3

倍シ，次ニ 3ヲ3倍シテ，其ノ和ヲ求ムルト同様ナ 1)。

2 .. 3 x 7 + 2 .. 23.. 23 3;:;-;'-4=一一一一一-;'-4=~~V -;'-4=一一
7 '. 28 

カカル除法ハ，皆，一旦仮分数ニ直シテ後，割ルベシ。
3 . n 38. n 19 n 4 四 7-:. -;'-2= V~V -;'-2= ~~V =3 ~ 
5'~ 5'~ 5-v5 

分数に限らず，数の定義は，その中に四則演算を含む。従って，数概念の形成においては，

何らかの形で演算を用いることが必要になる。学海指針社(⑤)，金港堂(⑥)の教科書におい

ては，上記の意味における数概念と四則演算との関連を，教育内容構成において直接的かつ具

体的な形で示すことが試みられている。

この点に関連して注目されるのは，特に金港堂の教科書(⑥)において， {分数の定義〉に関

する教育内容構成において，分類の詳細化，複数の項目に渡る内容の分散が行われている点で

ある。この点は，稲垣作太郎の教科書(④)との比較において明らかである。

稲垣作太郎の教科書(④)においては， {分数の定義〉について，単位分数，真分数，仮分数・

帯分数を含む形で，ひとまとまりの教育内容が構成されている (1分数の意義J)。そこから， {乗

法，除法によって表現される分数の性質〉が導かれ(1分数の値の変化J)，次に，それにもとづPい

て， {分数×整数}{分数÷整数〉が説明される (1分数乗除法J)。

これに対して，すでに見たように，金港堂の教科書(⑥)においては， {分数×整数}{分数÷

整数〉に関する教育内容が，定義の拡張(真分数→帯分数)に関する説明の一環として位置付け

られている。そこにおいては， {分数の定義〉に関する教育内容が，単位分数，真分数，帯分数

という個別的な内容に分類されている。同時に，単位分数，真分数については「分数ノ観念記

数法及ビ読ミ方J，帯分数については「帯分数ノ観念」として，複数の項目に分散する形で教育
内容が構成されている。
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金港堂の教科書(⑥)においては，分数乗法，除法についても，分数の定義についても，教

育内容に関する詳細な分類，複数の項目に渡る分散が行われている。そして，分類された個別

的な教育内容に関する関連付けが個別的な形で行われている。

(3) 分数の性質との関連付けによる教育内容構成

中島吉太郎・堀越源次郎の教科書(⑦)において特徴的な点は，教育内容に関する分類の基

本的観点として，演算の結果に関する⑪〈約分の有無〉が設定されている点である。この点は，

教科書における項目の名称に，具体的かつ明確な形で示されている。関連する項目は次の 4項

目である。「掛ケ算j，r割リ算j，r掛ケ算(積ノ分母子ニ公約数ヲ有スベキモノ)j， r割リ算ノ
二(商ノ分母子ニ公約数ヲ有スルモノ)j。

この教科書においては，第1に，上記の観点⑪にもとづいて， (約分なし)→(あり)の順序

が構成されている九第2に，各分類においては，演算の種類に関する@(乗法，除法の分類〉

の観点から， (乗法)→(除法)の順序が構成されている。第3に，各演算においては，演算の

対象に関する⑮〈整数，分数の分類)， (C) (真分数，帯分数の分類)，演算の結果に関する@{く

りあげの有無〉など，多様な観点が数多く観点が設定されているo 特に，演算の結果に関する

分類の観点として@{くりあげの有無〉が設定されている点は，この教科書に独自の特徴であ

る。そして，上記の観点の適用により，教育内容に関する詳細な分類と )11真序の構成が行われて

いる。

上記の特徴を具体的に示すために，項目「掛ケ算」に対応する教育内容の構成について次に

見る。教科書において例題として示されている問題のタイプを，計算方法の説明 (r運算J)およ
び計算方法 (f規則Jr注意J)とともに，教育内容構成の順序に従って，次に示す。

l"n 1X3 3 
(1) 真分数×整数=真分数:一x3=一一=一5 ，，~ 5 5 
真分数ニ整数ヲ掛ケルニノ¥，分子ト整数ノ積ヲ分子トシ，元ノ分母ヲ分母トスル分数ヲ作ルベシ。

2 4X2 8 
(2) 整数×真分数:4X一=一一一=一

17 17 17 

4ニ之ヲ掛ケルト云フF-一義アリ。即4ヲ17等分シタルモノヲ 2倍スル意味ト 4ヲ2倍シ17 口一ー

タルモノヲ 17等分スル意味トナ 1)。
5 "~_ 30 ，2 (3) 真分数×整数=仮分数(くりあげ・あり): ~ X6=一 =47"~-7 ~7 

積yゲ仮分数トナラベ帯分数ニナシ置クベシ。
1 "n  1" ， n¥ ， ( 1 "n  ¥ n ， 2 n 2 

(4) 帯分数×整数=帯分数(くりあげ・なし): 4τX2=(4X伽 {τX2)=8+τ=8τ

帯分数ニ整数ヲ掛ケルニノ¥整数部ト整数ノ積ニ，分数部ト整数ノ:積ヲ寄スベシ。

(5) 帯分数×整数=帯分数(くりあげ・あり): 
つ (2 ，， 1 n ¥ ~n ， 26 ~n ， 1 11 ~n 11 
4古X13=(4X13)+¥百 X13)=52+百=52+1百=53百

2..4 2X4 8 
(6) 真分数×真分数:一X---=-=: : =一

7 "5 7x5 35 
真分数ニ真分数ヲ掛ケルニノ¥分子ノ積ヲ分子トシ， [分母の積を]分母トスル分数ヲ作ルベシ。

2 ，， 3 7" 3 21 
(7) 帯分数×真分数:1一×一=一×一=5 " 8 -5 "8 40 ママ)

帯分数ニ真分数ヲ掛ケルニハ，帯分数ヲ仮分数ニシテ，真分数ハ真分数ヲ掛ケル時ノ如クスベシ。
3 . . n 2 11 " 23 253 n 1 

(8) 帯分数×帯分数 :2一X3:::=一一×一=一一=9一4 ，，~ 7 4" 7 28 ~ 28 
二ツノ帯分数ヲ掛ケルニノ¥各ヲ仮分数ニナシテ掛クベシ。又，積ハ帯分数ニナシ置クベシ。
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上記は，第 1に，観点⑪により，演算結果に関する(約分なし)，第2に，観点③により， (乗

法)に分類された教育内容の全体である。上記における分類と順序については，概ね，次のよ

うに説明できる。

第1に，演算の対象に関する⑧〈整数，分数の分類〉の観点から，全体が， (分数，整数) (分

数，分数)に分類されている(項目(1)(2)(3)(4)(5)，項目(6)(7)(8))0 (整数×真分数)(項目(2)) につい

ては， (真分数×整数〉の逆として， (分数，整数)に含められていると予想される。第2に，

上記の各分類においては，まず，演算の対象に関するCD(真分数，帯分数の分類〉の観点から，

(真分数)→(帯分数)の順序，次に，演算の結果に関する@(くりあげの有無〉の観点から，

(くりあげなし)→(くりあげあり)の順序が，それぞれ，構成されている。

中島吉太郎・堀越源次郎の教科書(⑦)においては，分類の観点についても，順序の構成に

ついても，その具体的な形態は，学海指針社(⑤)，金港堂(⑥)の教科書と異なる。ただし，

第1に，分数乗法，除法に関する教育内容が2つのまとまりによって構成されている点，第 2

に，多様な観点の設定により，教育内容に関する分類の詳細化がさらに進行している点，第3

に，分類された教育内容が複数の項目に渡って分散する形で構成されている点において，共通

の特徴を見ることができる。この特徴に関連して，中島・堀越の教科書(⑦)においては次の

説明がある。「本書ハ起リ得ベキ総テノ場合ヲ吟味攻究シテ難易繁簡ヲ熟考シ，以テ教授心理ノ

原別ニ遵ヒ，其ノ先後ヲ定メタレノ"，教授ハ容易ニシテ，児童ニハ学ビ易カルベシJ(1第4編分

数jの序文)。

第I期・前期の教科書が「既成の学聞をそのまま授業に下ろすjものとして批判の対象にな

り，第 I期・後期の教科書においては， 1子どもの実態に合致し，無理なく学んでいくことがで

きるような順序体系を模索する作業」が開始された。第 1章において見た，第 I期・前期の教

科書における系統的な教育内容構成に対する部分的変容の進行は，その具体的な現れに他なら

ない。そして，この「模索」は，第II期の教科書において，上記3点を特徴として備えた，学

校算術における分数論の原型として，一つの到達点に至ったのである。

〈註}

1)岡野勉「明治検定期算術教科書における演算の意味と規則に関する説明 第I期・後期および第II期にお

ける分数乗法を対象として」日本カリキュラム学会第 13回大会，自由研究発表， 2002年7月，九州大学。

ただし，分数除法については，今後の課題として残されている。

2)教科書検定については，次の版および時期により，すべて合格している。⑤は，児童用は明治33年 12月訂

正版により 34年 1月検定，教員用は明治34年9月検定。⑥は，児童用は明治34年9月訂正版により同月検

定，教員用も同月検定。⑦は明治34年9月訂正版により同月検定。「算数教科書総目録Jr日本教科書大系近
代編第 14巻算数(5)J講談社.1964年.86-88ペー凡なお，⑤については.I検定時代後期の代表的な

教科書jとして，児童用書が次に収められている。『日本教科書大系近代編 第12巻算数(3)j講談社，

1963年。

3)金港堂の教科書(⑥)における，整数乗法の意味に関する説明の論理については未見である。従って，この

指摘については，さしあたり，学海指針社の教科書(⑤)に限定したものとしておく。

4)金港堂の教科書(⑥)においては，分類の観点として，演算の結果に関する⑪〈約分の有無〉を設定するこ

とにより. (真分数，整数)については，その乗法，除法が.{約分〉の前後に分散する形で，位置付けられて

f 2" n ¥ ""'~ .，""" . ....""'.， f 24.， ¥ いる。まず. {約分なし〉の場合について，①〈真分数×整数}(ex. ~ x2) ②〈真分数?整数)(exー -;-4)
\・5"~}'\ ・ 25 . ~ J 

(r簡易ナル加減乗除J).次に. <約分あり〉の場合について，③〈真分数×整数}(exヱx2).④〈真分数-¥ ~~. 72 "~J 
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f 16 ¥ 整数)(exー -:-6)(1約分J)。なお，上記の分類と)1頂序は(帯分数，整数)に対しては適用されていない。こ
\~".17 . vJ 

の内容に関連する項目 (1帯分数ノ加減乗法J.1除法J)は，すべて.<約分〉の後に位置付けられている。
5 )上記の項目においては，概ね，この分類と)1頂序に従っているものの，すべてのタイプが教育内容として構成

されているわけではない。例えば.(整数×真分数).<真分数÷真分数〉は省かれている。また.(整数÷帯

分数}については，結果が整数になる場合に限定されている(項目(13))。いずれの点についても，理由に関す

る説明は行われていない。

6 )金港堂の教科書(⑥)においては.1仮分数」の用語は見られるものの，定義は行われていない。

7) 1掛ケ算J1割リ算J(巻二)においては，演算結呆に対する〈約分〉が必要になる場合も，問題として与え

られている o ただし，この場合については.1 [積は]此ノ処ニテハ約サズニ置クベシ」と注記されている。

3.おわりに

稲境作太郎の教科書(④)において，分数乗法，除法に関する教育内容は，乗数，除数に関

する整数，分数の分類に対応する形で構成されていた。具体的には， {分数×整数}{分数÷整

数〉が第 1のまとまりを， {整数×分数}{分数×分数}， {整数÷分数}{分数÷分数〉が第2の

まとまりを，それぞれ，構成していた。分数乗法，除法に関する教育内容を， {分数の定義，性

質の延長として説明可能な内容〉と〈分数の定義，性質の延長とは異なる，独自の論理にもと

づく説明が必要になる内容〉という 2つのまとまりによって構成する。これが，稲垣の教科

書における教育内容構成原理となっていた。この点に関連して重要な特徴は，第 2のまとまり

において，分数乗法の意味に関する説明が，整数乗法の意味に関する説明の論理との〈連続性〉

にもとづいて，統一的な形で行われていた点である。この論理が，稲垣の教科書において構成

されていた〈独自の論理〉に他ならない(第 1章)。
b" /T¥.+mr，A. /T\.~~ -r 1...，. 第II期の教科書においては，“Xのーの概念の導入Lより，分数乗法の意味に関する説明の
a 

論理が著しく簡略化され，稲垣の教科書に含まれていた〈独自の論理〉が失われる。その結果，

〈乗数，除数に関する整数，分数の分類による教育内容構成〉という，稲垣の教科書が備えて

いた形式的な側面だけが第II期の教科書へと継承される(第2章)。

稲垣の教科書における教育内容構成原理については，乗法，除法だけでなく，それを含む，

分数の教育内容構成に関する一般的，根本的な原理，すなわち，学校算術における分数論の基

本原理として位置付ける可能性が存在する。そこで，次に，乗法，除法から分数の教育内容構

成全般へと対象を拡張し，主として目次の項目を直接の対象とする分析を通して，この可能性

の一端を示す(第3章)。

まず，稲垣作太郎の教科書(④)において， 目次の項目は， r分数J(巻一)および「分数の続」
(巻二)という 2つのまとまりによって編成されている。これは，分数の教育内容を構成する 2

つのまとまりに対応している。

第1のまとまり (1分数j)において構成されている教育内容は，第1に， {分数の定義，性質〉

(1分数の意義j，1分数の計へ方記法及種類j，1分数の値J)であり，第2に， {同分母分数の加法，

減法}， {整数を乗数，除数とする乗法，除法〉である(1分数加減法J，1分数乗除法J)or分数乗除
法」の内容についてはすでに見た。「分数加減法」は， r整数に分数を加減する法」および「同
分母なる分数の加減法jによって構成される。前者は帯分数の定義そのものであり，後者は分

数の定義の延長として説明可能である九この点が，四則演算の一部であるにも関わらず，これ
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らの内容が第1のまとまりに位置付けられている根拠である。第3に，一定の制限を加えた上

で， {異分母分数の加法，減法〉についても，教育内容として構成されている (r簡易なる異分母

分数の加減法j)。

第2のまとまり (r分数の続j)において構成されている教育内容は， {通分}， {異分母分数の加
法，減法)， {分数を乗数，除数とする乗法，除法〉である (r異分母なる分数の加減法j，r分数乗
法j，r分数除法j)0 {異分母分数の加法，減法〉に関する説明には〈通分〉が必要であり， {分数
を乗数，除数とする乗法，除法〉については，特にその意味に関して，整数乗法，除法の意味

に関する説明の論理との〈連続性〉にもとづいた，統一的な説明が必要になる。この点を根拠

として，上記の内容については， {分数の定義，性質の延長とは異なる，独自の論理にもとづく

説明が必要になる内容〉として，第2のまとまりに位置付けられている。

次に，金港堂の教科書(⑥)においても，目次の項目は， r分数J(巻二)， r分数J(巻三)とい
う2つのまとまりによって編成されている。前者については「分数ノ初歩jという表現も用い

られている。それぞれのまとまりについては次の説明がある。「本撃年[巻二]ニ授クル所ハ，

分数ノ観念・記数法・命数法・同分母ナル分数ノ加減・整数ヲ以テ分数ヲ乗徐スルコト・約分

及ビ小数ト分数トノ関係ニ限ル。異分母ナル分数ノ加減及ビ分数ヲ以テ他ノ数ニ乗除スルコト

ハ，次学年[巻三]ニ譲ルベシJo{独自の論理〉の存在を別にすれば，稲垣の教科書における
教育内容構成原理が継承されている。この他，学海指針社の教科書(⑤)においても，分数の

教育内容は， r分数J(第一編)， r分数の続J(第二編)という 2つのまとまりによって構成されて
いる。ただし 2つのまとまりが同じ巻(巻二)に位置付けられている点，後者の内容が乗法，

除法に限定きれている点において，相違点が含まれている。

すでに指摘したように，第II期の教科書において， {分数の加法，減法〉に関する計算体系は，

〈同分母，異分母の別〉を基本的観点とし， (同分母)→(異分母)の順序に従って，構成され

ていた2)0 {分数の定義，性質の延長として説明可能な内容〉と〈分数の定義，性質の延長とは

異なる，独自の論理にもとづく説明が必要になる内容〉という 2つのまとまりによって教育内

容を構成するという原理を，分数の教育内容構成に関する一般的，根本的な原理とするならば，

上記の観点と順序による計算体系の構成については，その一つの系として位置付けることが可

能である。

〈註〉

1 )この点については，教科書において，次のように記されている。 ii.昆分数ノ成立ニ就テノ観念明確ナラパ，整

数二分数ヲ加減スルコトハ自ラ会得セラAベシJor分数ノ意義及成立ニ就テノ観念明確ナラペ同分母ナル
分数ノ加減法ハ自ラ会得セラルベシ」。

2 )岡野勉「明治検定期算術教科書における教育内容構成原理の変容過程 第I期・後期および第II期におけ

る，分数の性質，大小関係，力日法，減法を対象としてJrカリキュラム研究j第11号， 2002年。
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